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パン食い競走で手を使わずに取ろうと奮闘する選手たちパン食い競走で手を使わずに取ろうと奮闘する選手たち

シルバー世代が大躍動
　高齢者スポーツの祭典「シルバースポーツ
大会」が、11 月 21 日、スポーツセンターで
行われ、計 123 名が参加しました。
　個人競技がメインとなった本大会では、パ
ン食い競走や借り物競走など５種目の競技が
行われ、１位目指して大躍動。各種競技の出
場者へ、景品が贈呈されました。
　会場内は４年ぶりの開催を喜ぶ声で溢れ、
参加選手たちは終始笑顔で、大いに盛り上
がっていました。

島あきのチャリティーコンサート
　島あきのチャリティーコンサート（町共同
募金委員会、町老人クラブ連合会共催）が、
11 月 28 日、中央公民館で開催され、約 150
人が来場。観客らは、自席付近の通路を歩き
ながら歌う島あきのさんと共に写真撮影をす

るなど、歌声を一
身に感じられるプ
ログラムに、終始
笑顔で楽しんでい
る様子でした。

うちわで応援しながら楽しむうちわで応援しながら楽しむ
様子もみられました様子もみられました観客へ温かいファンサービスを行う島あきのさん観客へ温かいファンサービスを行う島あきのさん

借り物競走で「美人な人」を見つけ借り物競走で「美人な人」を見つけ
走る選手走る選手

選手宣誓を行う花井泰子老人クラブ選手宣誓を行う花井泰子老人クラブ
連合会会長連合会会長

借り物競走で「歌が上手い人」を見つ借り物競走で「歌が上手い人」を見つ
け走る選手け走る選手

ゲートボールの玉をゴール目がけてゲートボールの玉をゴール目がけて
一斉に打つ選手たち一斉に打つ選手たち

座った席の番号で順位が決まる「幸座った席の番号で順位が決まる「幸
運の椅子」運の椅子」
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目録を手渡す石桁健司函館支社長（左）と西山町長目録を手渡す石桁健司函館支社長（左）と西山町長

協定書にサインする佐々木信博理事（左）と西山町長協定書にサインする佐々木信博理事（左）と西山町長

　伊藤アス・ツバメ経常建設共同企業体に対する
感謝状の贈呈式が 11 月 29 日、中央公民館で行
われ、堂下教育長から伊藤アスファルト建設株式
会社宝保拓実技術部課長とツバメ工業株式会社澤
田将二土木係長へ感謝状が手渡されました。
　同共同企業体は、中ノ川橋橋梁工事に尽力され、
このたび、中学校サッカーグラウンドの転圧と給
食センター横の道路舗装をボランティアで行って
くださいました。誠にありがとうございます。

　11 月 24 日、明治安田生命保険相互会社より、地
域課題の解決に貢献することを目的とした「私の地
元応援募金」として 551,500 円の寄附金をいただき
ました。
　「私の地元応援募金」は、より豊かな地域社会づく
りに貢献することをめざす「地元の元気プロジェク
ト」の一環として、明治安田生命グループの従業員
の方々が出身地などゆかりのある地元の団体等に募
金し、会社からの寄附を上乗せして実施されている
ものです。誠にありがとうございます。

　（一社）日本ムービングハウス協会との災害時応急
仮設住宅建設協定・包括連携協定調印式が、12 月
13 日、町民センターで行われました。
　日本ムービングハウス協会は、移動式木造住宅を
利用し被災地へ迅速に供給・設置できる応急仮設住
宅「ムービングハウス」の普及促進などに取り組まれ
ている団体で、本協定の締結により、町において大
規模な災害が発生した場合に、応急仮設住宅として
移動式木造住宅の供給などに協力をいただけること
となります。

堂下教育長（右）から感謝状を受取る宝保拓実技術部課堂下教育長（右）から感謝状を受取る宝保拓実技術部課
長（中央）と澤田将二土木係長長（中央）と澤田将二土木係長

明治安田生命保険相互会社から
寄附いただきました

日本ムービングハウス協会と
２つの協定を締結

伊藤アス・ツバメ経常建設共同企業体
へ感謝状が贈呈されました
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　自主防災避難訓練の一環として、ふれあい
もちつき大会が、12月３日、涌元漁村センター
で行われ、町内会員100名以上が参加しました。
　田中雄二会長は「防災の観点からみても、
町内会一体となって、力を合わせながら何か

を作り上げること
は訓練になる」と
話し、住民の自主
防災意識を高める
機会となりました。

つきたてのもちを手でこねるつきたてのもちを手でこねる
様子様子自分たちでついたもちを食べる児童ら自分たちでついたもちを食べる児童ら

もちつきで結束力を高める

ＪＡ青年部のアイデアが
コンテストで受賞しました

　新はこだて農業協同組合知内地
区青年部が「地方創生政策アイデ
アコンテスト（内閣府地方創生推
進室主催、経済産業省共催）」に参
加し、12 月５日、北海道ブロッ
クで北海道経済産業局長賞を受賞
しました。
　９日には、全国の代表が競う最
終審査会に臨み、協賛企業賞を受
賞しました。
　同コンテストは、地域経済分析
システム（RESAS）等を活用し、地
域課題を洗い出し、その分析結果
を踏まえて地域を元気にする政策

アイデアを競うものです。
　同青年部は、ニラのそぐり作業が農家の大きな
負担と判断し、働き先を探す地域住民にそぐり作
業を外注し、農業の活性化と住民の活躍拡大を狙
うアイデアをまとめました。
　同青年部の長内慶太部長（中ノ川）は「地域農業
を盛り上げ、自分たちの活動を通じて就農を目指
す人に農業の良さを発信したい」と意気込みを語
りました。

12月 14 日、同青年部の長内部長（中央右）、小玉龍之介12 月 14 日、同青年部の長内部長（中央右）、小玉龍之介
氏（中央左）、渡部大貴氏（左）が表彰状を手に、町民セン氏（中央左）、渡部大貴氏（左）が表彰状を手に、町民セン
ターを訪れ、西山町長に受賞報告を行いました。ターを訪れ、西山町長に受賞報告を行いました。
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知内の良さを再発掘

　学校給食でエゾシカ肉活用に向けた関係者向けの給食試食会が、11 月 28 日、知内中学校で行われ
ました。西山町長をはじめ、小中３校の校長らがエゾシカ肉を使用したジンギスカンとドライカレー
の２品を味わい、臭みもなく食感も良いと高評価でした。
　町内で年間約 300 頭を駆除しているエゾシカを有効活用し、食育につなげようと、ハンターの一之
谷駿さん（涌元）が活用を提案。道の認証を受けた函館市の
加工会社ソバージュド函館で
食用肉に処理された知内産エ
ゾシカ肉が使用され、調理さ
れました。
　１月以降から学校給食での
提供を予定しています。

シカ肉を使用したジンギスカシカ肉を使用したジンギスカ
ン（左）とドライカレー（右）ン（左）とドライカレー（右） 試食会の様子試食会の様子

講演の様子講演の様子

　知内学のすすめ「みなみ北海道の歩き方」が、
11 月 29 日、ふれあい工房で行われ、16 名
が来場。中国から日本に移住し、木古内町地
域おこし協力隊として活動する李

り
靨
よう
隊員を講

師に招き、中国と日本の文化の違いや在日中
に感じた知内町の
魅力などを語って
いただき、来場者
は町の良さを再発
見した様子でした。講演を行う李靨さん講演を行う李靨さん

ジビエ給食の提供検討試食会

　馬鈴しょ生産組合の宮下進也会長（上雷）よ
り、しおさい園・花あかりにじゃがいも 165
㌔が贈られました。
　寄贈時、記念写真撮影に応じた上村スヨ子
さんは「美味しくいただきます」と贈られた
じゃがいもが食卓に並ぶことを楽しみにする
様子でした。
　これまでに、塩煮や味噌汁などに調理され、
入所者の食卓に並びました。

福祉施設へじゃがいも寄贈

寄贈を喜ぶ上村さん（左）と宮下会長寄贈を喜ぶ上村さん（左）と宮下会長
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